
 

シンポジウム宣言 

 

伊勢・三河湾流域において、私たちは多様な生物とその生息環境
から多くの恵みを享受して、暮らし、働き、学んでいることから、
この流域を「生命流域」と呼ぶことができます。生命流域の生物多
様性と生息環境は、わたしたちの命と次世代を育む社会的共通資本
の重要な構成要素の一つです。 

過去 50 年間の私たちの急激で行き過ぎた経済社会活動により、快
適で便利な生活が出来るようになった反面、森、里、川、海への人
為的負荷が増加し、生物多様性と生息環境に危機が迫っています。
 この現状を真摯に反省し、生命流域において、クジラが伊勢・三
河湾に回遊し、里海ではアサリがわき、アユが川をのぼり、トンボ
やチョウが里山を舞い、森には様々な鳥がさえずり、そして、将来
世代が真に豊かな生活を営めるように、永年の蓄積と経験に支えら
れた「地域の知恵」も活かしつつ、私たちが生物多様性と生息環境
を保全・再生し、賢明な利用を実現していくことが必要です。 

生物多様性条約第 10 回締約国会議（COP10）の開催を契機に、伊
勢・三河湾流域の生物多様性及び生息環境の保全・再生と賢明な利
用をめざし、森の人、里の人、川の人、海の人がそれぞれの立場を
超えて、つながり、協働し、活動を広げていくため、以下の宣言を
行います。 

 
１  伊勢・三河湾流域の生物多様性について考えるための「場」に

参加し、大きな「輪」をつくっていきます 
２ 伊勢・三河湾流域の再生に向けて、それぞれの場で行動します
３ 伊勢・三河湾流域の生物多様性保全と再生のために、よりよい

仕組みをつくります 
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